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外
務
省
に
よ
る
国
際
機
関
へ
の
拠
出
金
放
置
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
八
一
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

国
連
等
の
国
際
機
関
に
設
け
ら
れ
、
我
が
国
が
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
間
に
資
金
を
拠
出
し
た
基
金
の
う
ち
、

活
動
目
的
を
終
え
て
閉
鎖
さ
れ
た
十
の
基
金
の
残
余
金
（
以
下
、
「
残
余
金
」
と
い
う
。
）
の
返
金
手
続
等
を
外
務
省
が
怠

り
、
計
約
三
億
五
千
万
円
が
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
会
計
検
査
院
の
調
査
で
判
明
し
た
こ
と
に
つ
き
、
「
前
回
答
弁
書
」

で
外
務
省
は
、
「
会
計
検
査
院
に
よ
る
検
査
の
過
程
に
お
い
て
は
、
外
務
省
総
合
外
交
政
策
局
国
連
企
画
調
整
課
が
、
国
際

連
合
事
務
局
及
び
外
務
省
関
係
部
局
等
と
連
携
し
つ
つ
調
査
を
行
い
、
平
成
十
九
年
度
決
算
検
査
報
告
に
お
い
て
指
摘
さ
れ

た
十
の
信
託
基
金
す
べ
て
に
つ
い
て
、
国
庫
返
納
又
は
他
の
基
金
へ
の
振
替
に
関
す
る
手
続
を
行
っ
て
お
り
、
一
部
に
つ
い

て
は
既
に
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
以
外
の
国
際
連
合
の
信
託
基
金
に
つ
い
て
も
、
そ
の
役
割
を
終
え
た

も
の
を
精
査
し
、
整
理
を
促
進
す
る
よ
う
に
国
際
連
合
事
務
局
に
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い

る
。
で
は
、
右
答
弁
に
あ
る
「
残
余
金
」
の
返
金
手
続
は
、
い
つ
ま
で
に
全
て
完
了
す
る
予
定
で
い
る
の
か
、
具
体
的
に
説

明
さ
れ
た
い
。

二

今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
「
残
余
金
」
の
不
手
際
に
つ
い
て
「
前
回
答
弁
書
」
で
外
務
省
は
「
か
か
る
調
査
の
結
果
を
踏
ま

一



え
、
外
務
大
臣
か
ら
事
務
当
局
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
り
、
再
発
防
止
を
徹
底
す
る
よ

う
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
「
残
余
金
」
の
不
手
際
が
発
生
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

三

二
の
答
弁
は
、
「
残
余
金
」
の
不
手
際
に
つ
い
て
、
中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
よ
り
注
意
喚
起
を
行
っ
た
の
み
で
、
具
体
的

に
誰
か
に
対
し
て
処
分
を
下
し
た
訳
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

四

二
の
答
弁
に
関
し
、
外
務
省
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
様
な
方
策
を
も
っ
て
再
発
防
止
を
徹
底
す
る
考
え
で
い
る
の
か
説
明

さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


